
（2019年2月4日開催 アナリスト向け決算説明電話会議 プレゼンテーション要旨）

・TISの安達です。よろしくお願いいたします。
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・それでは、本日15時半に発表いたしました、当社の第3四半期決算の内容につきまして、決

算説明資料を使って説明させていただきます。
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・まず、3ページをご覧下さい。

・当第3四半期累計期間の業績は、上期に引き続き全体としては好調な決算となりました。

・売上高については3,029億円と、IT投資が強まりを見せる分野において顧客ニーズを的確に

捉えたこと等が牽引し、前年同期比で139億円・4.8％の増収となりました。

・営業利益は前年同期比43億円・20.9％増の250億円となり、営業利益率は7.2%から8.3%に向

上しました。

・親会社株主に帰属する四半期純利益についても同じように大きく増加し、前年同期比35億

円・26.1％増の169億円となりました。
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・続いて、当期から変更した新しいセグメント別の状況です。

・セグメント別の状況についても、上期の傾向と大きく変わりはありません。

・サービスITは、決済関連ビジネスの拡大やERP更新需要の強まり等が、事業強化のための

先行投資費用増等を吸収し、売上高は前年同期比17.1％増の841億円、営業利益は前年

同期比4.8％増の52億円となりました。

・BPOは、売上高は前年同期比0.9％減の277億円とほぼ前年同期並み、安定的に推移しま

した。営業利益は、取引採算性の見直し等の取組みを強化したことから、前年同期比

25.5％増の13億円となりました。
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・5ページは金融ITと産業ITです。

・金融ITは、クレジットカード系を中心として、根幹先顧客におけるIT投資拡大の動きが牽引

し、売上高は前年同期比2.4％増の779億円、営業利益は前年同期比15.7％増の89億円と

なりました。

・産業ITは、エネルギー系や根幹先製造業をはじめとする幅広い顧客のIT投資拡大の動き等

により、売上高は前年同期比6.6％増の1,334億円、営業利益は前年同期比43.7％増の92億

円となりました。
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（説明省略）
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・7ページは、営業利益の要因別増減分析です。

・当第3四半期累計期間では、前年同期に比べて、増収効果で30.9億円の利益増、収益性改

善で49.3億円の利益増の結果、売上総利益が80.3億円増加し、これが販管費の37.0億円増

加を吸収して、営業利益が43.2億円増加しました。

・なお、売上総利益率は第3四半期累計期間では21.9%、直近3カ月でみますとと23.1%にまで

高まりました。

・販管費の増加は、構造転換に向けた対応強化による費用増が中心であり、中長期的な成

長に資する前向きなものだと考えています。

・なお、不採算案件ですが、当第3四半期は約4億円、9カ月累計では約11億円と、引き続き低

水準に抑制することができました。
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・8ページは直近3カ月の業績です。こちらも増収増益と好調でした。

・BPOおよび金融ITの売上高が前年同期に比べてやや減少したものの、サービスITと産業IT

は大きく伸びており、全体としては堅調だったと考えています。

・金融ITの売上の減少は、カード系大型案件の反動減による影響が大きいですが、案件終息

を踏まえて戦略的なリソース再配置を加速させた結果、サービスITの売上増加に寄与した

と考えています。

・また、サービスITの営業利益は、前年同期に比べてやや減少していますが、まだ先行投資

フェーズということもあり、中長期的な視点でみれば、収益性向上が実現できると期待して

います。
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（説明省略）
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・続いて10ページをご覧下さい。

・顧客業種別売上高の状況も、上期の時と傾向は大きく変わっておりません。

・左側の金融系ですが、カードは大型案件の反動減の影響があるものの、根幹先を中心に引

き続き好調、保険は大手生保をはじめとして幅広く増加しました。銀行は反動減やピークア

ウトで前年同期比マイナスでしたが、根幹先のメガバンクは増加しました。

・産業系では、製造はERP系等が引き続き好調、流通は増加に転じ、サービスはエネルギー

系をはじめとして幅広く積み上がりました。公共の減少は前期に終了した大型案件の影響

によるものです。
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・11ページからは受注状況を掲載しています。

・当期から開示を開始した運用等の受注情報については、すでにご案内しているとおり、半期

毎の開示としていますので、第3四半期については「ソフトウェア開発」に係る受注情報のみ

となります点、ご理解いただければと存じます。

・第3四半期累計期間の「ソフトウェア開発」に係る受注高は、金融ITにおける大型案件の反

動減や特定顧客からの受注計上時期のずれの影響を吸収し、前年同期比7.3％増の1,672

億円となりました。

・金融ITの特殊要因は第1四半期でも影響がありましたが、これによって全体がマイナスと

なった第１四半期とは異なり、第３四半期はそれを吸収して大きく増加しました。

・特に決済、ERP、エネルギー等の分野で好調に推移し、その結果、期末受注残についても

前年同期比6.6%増の724億円まで積み上がりました。

・以上が、第3四半期累計期間の実績に関する説明となります。
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（説明省略）
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（説明省略）
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・なお、ここで１点、決算短信の記載について補足させていただきます。

・決算短信の末尾において、当社子会社に対して訴訟が提起された旨を記載しています。本

件につきましては係争中のためこれ以上のコメントを控えさせていただきます点、ご理解の

ほどよろしくお願いいたします。

・それでは、最後に通期業績見通しについてご説明します。
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・15ページをご覧下さい。

・2019年3月期の通期業績見通しについては、期初計画からの変更はありません。

・売上高は前期比2.1％増の4,140億円、営業利益は前期比6.9％増の350億円、親会社株主

に帰属する当期純利益は前期比13.0％増の233億円の増収増益の計画です。

・第3四半期累計期間での通期に対する進捗率では前年同期よりもよい状況にあり、通期計

画達成への手応えも強まってきている状況です。

・現時点で大きな懸念事項を抱えているわけではありませんが、最後まで油断せずに、期初

計画の達成に向けて取り組んでまいります。

・以上で、説明を終了させていただきます。
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（説明省略）
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（説明省略）
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（説明省略）
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（説明省略）
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（説明省略）
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（説明省略）
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（説明省略）
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（説明省略）
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（説明省略）
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